
非線形光学効果を考慮した
省電力全光ネットワークの設計

・高速大容量光通信技術
・全光ネットワークの省電力化
・非線形光学効果の影響の抑制による通信品質の向上

・全光ネットワークにおいて、光ファイバ増幅器の利用効率を上げることで省電力化を
行い、同時に、非線形光学効果の一つである四光波混合による通信品質劣化を防止
するようなネットワーク設計を行う
・両者を考慮することはこれまで考えられていなかった新しい試みである

全光ネットワークでは、ルーチングやスイッチン

グ等のネットワーク内の処理をすべて光信号のま
ま行う。そのため、四光波混合等の非線形光学効
果による信号劣化が顕著となる。四光波混合とは、
複数の入射光から三次の非線形分極により新た
な光が発生する現象である。また、光ネットワーク
では、光信号を増幅させるための光ファイバ増幅
器がネットワーク内の各ファイバに配置され、その
消費電力が問題となる。

本研究では、光信号を伝送する際に、適切な経

路、波長、ファイバを選択することによって、棄却
率、四光波混合による信号劣化、消費電力を同
時に効果的に抑制する光ネットワーク設計を提案
している。また、計算機シミュレーション実験により、
提案した手法の有効性を示している（図１、２）。
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